

















A Comparative Study on the Adaptation of UNESCO’s Values “Sustainable Development”
to School Education
－Research of the Basic Documents－
ICHINOSE   Tomonori
Abstract
This is the research of the acceptance of the value of “Sustainable Development” to School Education. The aim 
of this research is to compare the adaption of the “Sustainable development” to the school education such as UK, 
Germany, Sweden, Australia and China which are leading countries of the ESD for the acknowledgement of the 
condition of the adaptation of Japanese education.
For this analysis, this research utilizes two methods; Descriptive bibliography analysis of UNESCO database 
(UNESDOC) and creating a matrix consisted with the acceptance model of the values. 
Descriptive bibliography analysis of the UNESCO database (UNESDOC) shows that the value of “Sustainable 
Development” first appeared in 1974 and it was rapidly increased after the WCED (World Commission on 
Environment and Development) was hold in 1987.
During the WSSD (World Summit on Sustainable Development), this value surpassed other values such as 
human rights and peace. It also became the most important value at the beginning of the Decade of Sustainable 
Development in 2005.
Experimental practice in the schools was started around 2000 in Germany, Australia and China. Recently the 
number of schools involved in Education for sustainable development (ESD) are widely spread and the number of 
schools reached up to 30％ in one country.
The concept of sustainable development was involved in curriculum guideline in the UK, Sweden and Japan. 
The holistic and integrated approach with the engagement of wider community was stressed in such counties as 
Australia, Germany and China.
Japanese Ministry of Education decided to activate UNESCO Associated School Project as the base of Education 
for Stainable Development in 2008. It is the only way to utilize the UNESCO Associated School network as the 
network of ESD. 
This research also pointed out the need to clarify the cycle of the practice and the evaluation process in Japanese 
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（Living   Sustainability）」
提示（2009年に改定）。
2007年DESDの戦略「未来





































































































































































































































































































































英国（UK） ドイツ スウェーデン オーストラリア 中国 日本
育成す
る資
質、能
力、態
度
「持続可能な開発のための
教育パネル（SDEP）」提示
コンピテンシー
1.相互性
2.シチズンシップと役割
3. 未来の世代の必要性と権
利
4.多様性
5.生活の質
6.持続的な変化
7.不確実性と先見の明
創造的コンビテンシ
（Gestaltungskompetenz）
1. 世界を開き、新たな視点
で知識を統合する能力
2. 先を見通して考え、行動
する能力
3. 領域を超えて知識を獲得
し行動する能力
4. 意思決定のプロセスに参
加する能力
5. 他者を動機づけし活性化
できる能力
6. 自分と他者の原則に配慮
できる能力
7. 自分で計画を立て行動す
る能力
8. 弱者に向けて共感を示し
解決を探れる能力
9. 自分を動機づけし活性化
できる能力
サステイナブルスクール・
アワードに提示されるコン
ピテンシー
1.課題解決能力
2..批判的思考力
3.行動的コンピテンシー
AuSSIに示されるコンピテ
ンシー
1.批判的思考力
2.多文化的観点
3.参画する意思
4.シチズンシップ
中国持続発展教育（ESD）項
目全国工作委員会
1. 主体的に情報を収集し加
工する能力。
2. 独立して思考し問題を分
析する能力
3. 他人と協力し、問題を解
決する能力
4. 主体的に持続可能性にか
かわる実際の問題に着目
し、解決方法を創出する
能力。
7つの能力態度（国研）
1. 批判的に考える力 
2. 未来を予測して計画を立
てる力
3. 多面的・総合的に考える
力 
4. コミュニケーションを行
う力 
5. 他者と協力する力 
6. つながりを尊重する力 
7. 進んで参加しようとする
力
顕彰制
度、実
験校、
スクー
ル・
ネット
ワーク
英国児童学校家庭省
（DCSF）が、サステイナブ
ル･スクールの報奨制度を
設ける。
全国60%の学校がサステイ
ナブル･スクールに参画す
ること。サステイナブル･ス
クールの生徒の90%が、知
識や理解、環境パフォーマ
ンスを向上させたりするこ
とを目標としている。
サステイナブル･スクールは、
9つの組織が実施している別
の報奨制度（AwardScheme）
23と、協働している。
1999年～2004年までの5年
間、BLKによるモデル実験
「BLKプログラム“21”｣に、
全国の15州から200以上の
学校･教育機関の参加。
2004年～2008年までに｢ト
ランスファー21｣プログラ
ムでは、ESD を全国10%の
学校に広げることを到達目
標とした。
幼稚園、義務教育の学校、
中学校、成人教育学校でグ
リーン・スクール・アワー
ド。
1998年に始まったグリー
ン・スクール・アワードが
2005年のDESDの開始に伴
い、グリーン・スクール・ア
ワードはサステイナブルス
クール・アワードに変更さ
れる。
400校がサステイナブルス
クール・アワードを受ける。
エコ・スクール・グリーンフ
ラッグ・プログラム加盟校
が2500校。
バルト海プロジェクト参加
校が11校。
2003年にオーストラリア政
府の支援により、ニューサ
ウスウエールズ州とビクト
リア州でパイロットプロ
ジェクトが開始される。
パイロットプロジェクトの
成功にもとづき、クイーン
ズランド州、西、南オースト
ラリアで、サステイナブル・
スクールが発展する。
2004年にオーストラリア政
府は、オーストラリア・サ
ステイナブルスクール・イ
ニシアティブ（AuSSI）を開
始。
オーストラリアの全州と地
域で展開され、公立、カト
リック、独立系の学校を含
む3000（全国の30％に相当）
の小中学校が活動。
北京市、上海市、広東省、内
モンゴル自治区、江蘇省な
ど10余の省市や自治区で実
験学校が推進される。
メンバー校、実験学校、モデ
ル校に分かれる。
①メンバー校：ガイドライ
ンにしたがってメンバー校
に申請して、プロジェクト
参加し、全校を挙げて新し
い教育モデルに取り組む学
校。
②実験学校：持続発展教育
のメンバー校の中で、申請
して持続発展教育のプロ
ジェクトの実験学校の資格
を獲得したもの。
③モデル学校
中国持続発展教育のプロ
ジェクトに申請し、モデル
（模範）学校の資格を獲得し
たもの。
現在、全国で1000校以上が
上述のネットワークに参加
している。
2008年の「教育振興基本計
画」において、ユネスコス
クールネットワークを活用
して、ESDを推進すること
が決定。
2005年までで加盟校が19校
であったユネスコ協同学校
は、DESD以降、ユネスコス
クールと名称を変え、2014
年の時点で加盟校が705校
まで増加。
評価方
法
S3サステイナブル・スクー
ルの自己評価
（s3:sustainable school self-
evaluation）
トランスファー21プログラ
ム「ESD実践校の質的発展
―範囲、指導原理、評価基
準」
サステイナブル・スクール
自己の評価
（Sustainable school self-
assessment sheet）
オーストラリア・サステイ
ナブルスクール・イニシア
ティブ（AuSSI）の運用にか
かわる評価
オーストラリア・サステイ
ナブルスクール・イニシア
ティブ（AuSSI）の運営にか
かわる評価
持続発展教育モデル校の質
量評価
1.学校管理
2.カリキュラム
3.テーマ別学習
4.キャンパスの環境
5.生徒の素養
の5つの観点と付随する項
目からなる評価基準。
無し
